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ACEについて

　「企業の成長に資する新たな障がい者雇用モデルの確立」をミッションに掲げ、2013
年に設立したACEは、おかげさまで8年目の事業年度を迎えることができました。会員
企業は37社となり、私たちの歴史のなかで最大の活動規模となっています。これは
何より、「多様な人財の採用と活用」をより多くの企業が重要な経営課題と捉えている
証しと考えており、また、この社会課題の解決に関して、ACEに対する期待が一層
大きなものになっていると感じています。会員企業の皆様はじめ、多大なご支援をいただいた各方面の方々に、改
めて御礼を申し上げます。

　年初に突然現れ、瞬く間に世界を席巻した新型コロナウイルス感染症により、2020年はあらゆる業界のビジネス
環境が多大な影響を受けました。製品やサービスの提供方法、それらを支えるインフラの在り方、そして人々の働き
方まで、企業経営のさまざまな局面でかつてない規模の変革が求められています。ACEの活動領域である「障がい者雇
用」の世界も例外ではありません。2020年4月から9月の半年間で、企業の業績悪化により解雇された障がい者は昨年
の同時期から40％も増加したという調査もあります（＊）。一方で、テクノロジーを活用した在宅勤務などの「新しい働
き方」の急速な普及が、通勤や従来の長時間労働が阻害要因となって就労に困難を抱えていた多くの社員にとって、新
たな可能性を拓く福音ともなっています。ACE会員企業で働く約660名の障がい者社員を対象に最近実施したアンケー
ト『コロナ禍における働き方』の結果からも、圧倒的多数の方が、「通勤回避」や「体調管理の容易さ」といった在宅勤務に
よるメリットを挙げています。

　高等教育の場に目を向ければ、大学の授業が新学期開始時からずっとオンラインで提供されているため、新入生が
キャンパスに足を踏み入れられない状況が続いている、あるいは、就職活動中の学生が企業の採用担当者との面談
をすべてオンラインでこなさなければならないなど、同様に劇的な環境の変化が進行しています。このような状況の
中、ACEは例年実施している「障がい学生向けインターンシップ」をオンライン主体で開催し、70名以上の学生に「新
しい働き方」を体験してもらう場を提供することができました。

　今後のウィズ・コロナの世の中における雇用の在り方について、ACEのような組織が果たしていくべき役割はます
ます重要になっていくだろうという自負のもと、今期も積極的に新しいアイデアを取り入れながら、障害のある当事
者の活躍を支援するための施策を実施していきます。今後とも積極的なご支援をよろしくお願い申し上げます。

＊ - 厚生労働省による調査（2020年11月）

第7期ACEによせて
一般社団法人企業アクセシビリティ・コンソーシアム　代表理事
日本アイ・ビー・エム株式会社　代表取締役社長

山口 明夫

Accessibility Consortium of Enterprises
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　「企業の成長に資する新たな障がい者雇用モデルの確立」というACEの
ミッション。これは、日本IBMの研修施設天城ホームステッドで2010
年から2014年にかけて毎年開催された、経営者向けのアクセシビリ
ティ・フォーラムの中から生まれた提言に端を発します。ここに毎年
約10数名の企業のトップが参加し、ダイアログ・イン・ザ・ダーク

（Dialog in the Dark）＊1のワークショップを体験。その体験を踏ま
え、日本の企業における障がい者雇用の在り方、 今後の進むべき道に
ついて議論を重ねました。2011年には有志団体としての企業研究会

「ACE」を発足。設立時は24社でスタートしました。活動をさらに
本格化すべく2013年に社団法人を設立し、第8期を迎え2020年10月
1日現在で会員は37社です。

沿革
2010年　　日本IBM天城研修センターにて経営トップ向けのアクセシビリティ・フォーラムを開催 

2011年　　有志団体として活動を開始。参加企業23社 

2013年　　一般社団法人「企業アクセシビリティ・コンソーシアム（ACE）」誕生  
参加企業24社 

2014年　　企業で専門職として活躍している障害のある社員をロールモデルとして表彰する「第1回ACEアワード」スタート 
大学生を対象とした「ACEキャリアセミナー」開始 

2015年　　StrengthsFinder＊2を障害のある社員向け研修として取り入れた「ACEチャレンジセミナー」開始 

2016年　　ACEメンバーの行動指針として「ACE憲章」を策定 

2017年　　障がい者にとって働きやすい会社を評価するACE指標「ACCESS」を発表

2018年　　ACEインターンシップを14社で実施
発達障害についての理解を促進するための企業担当者向け勉強会を開催

2019年　ACEインターンシップを15社で実施
第1回ACEミニフォーラムを開催
第1回ワイガヤセミナーを開催

2020年　コロナ禍に対応するためオンラインでイベント、セミナー、定例会を実施

＊1 ダイアログ・イン・ザ・ダーク（Dialog in the Dark）
完全に光を遮断した空間の中へグループを組んで入り、視覚障がい者のアテンドによって中を探索し、さまざまなシーンを体験するワーク
ショップ。 1988年にドイツでスタートし、日本には東京と大阪に体験施設がある。
 

＊2 StrengthsFinder
世論調査と組織コンサルティングの米国ギャラップ社が「人は自分の弱みを改善するよりも、自分の強みに意識を向けそれを活かすことで
最大の能力を発揮する」という考え方に基づき開発したツール。Webサイト上で177問の質問に答えていくことで、 自分の強みを知ること
ができきる。

ACEの歩み 
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　複雑かつ構造的な課題の解決に向け共通の目標を持つ一方、 業態・業種や雇用環境の大きく
異なる多数の企業が統一的かつ継続的に活動するためには、明確な指針が必要です。2016年、
会員全員で議論を重ね、ACE行動指針を「ACE憲章」としてまとめました。

ACE憲章

雇用に関わる
すべての人の意識を変革し、

障害のある社員の
本質的な労働統合を

目指します

障害のある社員の
個が持つ強みを活かし、

自らの意思で挑戦できる環境を
構築します

障害のある社員が
制約を機会に変え、

イノベーションを創出する
支援をします

Transform mindsets of all those 
involved in employment and aim at 
fundamental workforce integration 

with PwD employees

Help PwD employees build on 
individual strengths and develop 

environment where they can 
challenge at their own will

Provide vital support to PwD 
employees in their effort to turn 
constraints into opportunities to 

ignite innovation

　企業の成長に、そして社会の発展に資する、真にインクルーシブな環境を実現するため、私たちはダイバーシティ
を尊重し、新しい障がい者雇用のモデルを提唱します。

ACE行動指針 「ACE憲章」
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● 総会：年1回				    ● 理事会：年3回
● ステアリング・コミッティ：随時	 ● 定例会：年６回（オフサイト・ミーティングを含む）　　 ● 部会：随時

会員企業

社員総会

監事
野崎 治子（堀場製作所）

事務局長：栗原
経理担当：滝澤
広報担当：栗原

事務局／広報

企業キャリア創出
リーダー：矢野
サブリーダー：田中

学との連携
リーダー：西原
サブリーダー：金子

テクニカル・アドバイザー
日本IBM 浅川
日本IBM 及川

事業部会

ステアリング・コミッティ（SC）
セコム 二宮／アステラス製薬 矢野／積水ハウス 西原

清水建設 田中／パナソニック 金子／日本IBM 杉田／事務局長 栗原

理事会
代表理事

理　　事

山口明夫（日本IBM）
宮本 洋一（清水建設）
中山 泰男（セコム）

第7期会員企業　34社（2020年8月31日現在、50音順）
株式会社 IHI							       日産自動車株式会社
アサヒビール株式会社						     日本アイ・ビー・エム株式会社
アステラス製薬株式会社					     日本航空株式会社
KDDI 株式会社						      日本通運株式会社
株式会社神戸製鋼所						      日本電信電話株式会社
株式会社JTB							       株式会社博報堂 DY ホールディングス
清水建設株式会社						      パナソニック株式会社
株式会社JVCケンウッド					     株式会社パレスホテル
積水ハウス株式会社						      富士ゼロックス株式会社
セコム株式会社						      株式会社ブリヂストン
全日本空輸株式会社						      ブルームバーグL.P.
損害保険ジャパン株式会社					     株式会社堀場製作所
株式会社大和証券グループ本社				    株式会社みずほフィナンシャルグループ
中外製薬株式会社						      明治安田生命保険相互会社
TOTO 株式会社						      ヤマトホールディングス株式会社
凸版印刷株式会社						      株式会社 LIXIL
株式会社ニチレイフーズ					     株式会社りそなホールディングス

ACE組織体制（第7期）

最新の会員企業一覧は、ACEホームページをご参照ください。
https://www.j-ace.net/about/
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会員企業 大学・教育機関

障害のある
社員

障害のある
学生

企業経営層
人事担当
有識者

関係省庁
自治体
支援機関

課題・知見共有

ロールモデル創出
キャリア意識改革
雇用施策促進

活動成果共有

助言、社会的ニーズの共有

ステアリング・コミッティ／事務局

学生特性・
就労ニーズ把握

人材パイプラインの構築
啓発・育成の場の提供

活動成果共有

ACE主催イベントへの参画

企業キャリア創出
部会

学との連携
部会

ACE

　ACEの活動は 2カ月に 1度の定例会と任意の部会活動
によって構成されています。また年1回、 ACEフォーラム
を開催し、年間の成果を発表するとともに、会員各社で
活躍する障害のある社員、障害のある社員の活躍を支援
する取り組み事例を表彰しています。

ACEの活動について

■ 活動カレンダー

■ ACEフォーラム／ACEアワード

■ オフサイト・ミーティング

■ 学との連携部会

■ 企業キャリア創出部会

■ 広報活動
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日時 会議体／イベント 討議内容・実施内容

活動期間　2019年9月〜 2020年12月

第7期・第8期活動カレンダー

9月4日

9月10日

9月20日～ 21日

10月15日

10月30日

11月13日

11月

12月9日

1月22日

2月7日

2月21日

3月11日

4月27日

5月22日

6月27日

7月10日

8月20日

9月3日

9月7日～ 11日

10月14日

10月28日

11月

11月26日

11月26日

S/F＊を用いた障がい学生向けワークセッション

S/F＊を用いた障がい学生向けワークセッション

第6期活動成果、7期事業計画詳細ディスカッションなど

第6期決算＆事業報告、その他決議事項の承認

IHIで開催

部会活動状況共有、勉強会＆ディスカッション
教養講座「Kintone基礎編」

定款で定める決議事項の承認

基調講演、対外的成果発表、ロールモデル表彰など

部会活動状況共有、勉強会＆ディスカッション
教養講座 東京リハビリテーションセンター世田谷様講演

聴覚障害のある社員を対象、損保ジャパンで開催

学生・企業担当者間での面接会
早稲田大学戸山キャンパスで開催

部会活動状況共有、ディスカッション：
各社のコロナウィルス対策　  

ミライロ様 ご講演
 「新型コロナウイルスによる障がい者の働き方への影響」

学生・企業担当者間での面接会（ACEより６社参加）

Zoom ブレイクアウトルームを利用したオンライン・グルー
プディスカッションの実施

第8期事業計画＆予算承認、その他決議事項の承認

障がい学生向けワークセッションを初のオンラインで開催

インターンシップおよびオンラインによる企業別相談会の実施

第7期決算＆事業報告、その他決議事項の承認

会員企業事例紹介：NTTグループ、ACEインターンシップ・
パネルディスカッション

定款で定める決議事項の承認

基調講演、対外的成果発表、ロールモデル表彰など

大学教職員間及び大学と企業間の懇談会

2019年
（第7期）

2020年
（第7期）

2020年
（第8期）

関西キャリアセミナー

関東キャリアセミナー

オフサイト・ミーティング

定時理事会

第2回ACEミニフォーラム

定例会＠ブリヂストン

社員総会	

ACEフォーラム2019

第2回ワイガヤセミナー

障がい者雇用キャリア相談会
（共催（株）エンカレッジ、ACE）

定時理事会

定時理事会

キャリアセミナー

ACEインターンシップ
（企業別相談会）

定時理事会

社員総会	

ACEフォーラム2020

学との連携部会懇談会

定例会 オンライン開催

定例会

定例会＠日本IBM

定例会 オンライン開催

定例会 オンライン開催

社会移行のための個別相談会
（名古屋大学主催）

＊S/F（StrengthsFinder）：P2参照
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2019年12月9日、明治安田生命保険相互会社 丸の内 MY PLAZA ホールにてACEフォーラム 
2019を開催しました。
＊社名・役職名は当時のものです。

ACEフォーラム2019

プログラム：
14：30　　開会挨拶　　　　ACE 代表理事　下野 雅承 （日本アイ・ビー・エム株式会社 取締役副会長）

15：10　　来賓挨拶　　　　文部科学省　高等教育局 学生・留学生課長　西條 正明 様
厚生労働省　職業安定局 障害者雇用対策課 課長　小野寺 徳子 様

15：20　　基調講演　　　　「心の壁を越えるには」
おおごだ法律事務所　代表弁護士　大胡田 誠 様

16：35　　ACE第6期活動報告と第7期方針

16：50　　ACEアワード　2019事例紹介／表彰式

17：35　　閉会挨拶　　　　ACE 理事　中山 泰男 （セコム株式会社　代表取締役会長）

詳細は『ACEフォーラム2019』 レポートをご覧ください。

ACEフォーラム2019概要を動画でご覧いただけます。

https://bit.ly/aceforum2019r

https://bit.ly/aceforum2019



Accessibility Consortium of Enterprises8

第7期オフサイト・ミーティングを関西地区で初めて開催しました。

　2019年9月20日/21日にACE会員企業であるパナソニック株式会社のパナソニックリゾート大阪（大阪府吹田市）
にて第7期ACEオフサイト・ミーティングを開催しました。
　ACEでは、年１回期初に宿泊を伴うオフサイト・ミーティングを開催しています。これまで首都圏近郊の施設で
行ってきましたが、今回初の関西地区での開催となりました。当期活動における目標達成の課題の洗い出しとそ
の解決のためのアクションプランを討議・決定し、その後の部会活動およびACE全体の活動に活かします。
　2018年に開催されたオフサイト・ミーティングの討議内容からは、会員企業社内への活動の浸透を目的とした
ACEミニフォーラムの開催、障害のある社員が企業の枠を超えて集いネットワークを醸成する機会としてのワイガ
ヤセミナーの開催、ACEの活動を動画で紹介するACE YouTubeチャンネルの開設など、具体的な施策へと結びつき
ました。

オフサイト・ミーティング

活発なグループ・ディスカッション

　今期は、2019年5月の定例会で実施されたACE会員と理事・監事との懇談会で討議された課題やアクション・プラン、
アドバイスをもとにグループに分かれディスカッションを行い、その結果を発表しました。討議された主な内容は、
ACEの活動を社内外へより知ってもらうためにどのようなことをすべきか、企業の成長に資する障がい者雇用をさら
に進めるために行うべき施策についてなどです。グループ・ディスカッションには、理事・監事も参加し、活発な議
論が行われました。
　各チームからの下記の発表があり、今後の活動の中で実施を検討していきます。
● 会員異動時のノウハウの蓄積が課題となっており、活動実績や研修コンテンツを整備して共有する
● 障がい者雇用に関する指標を策定し、「ACEマーク」を提供する
● 活躍事例をまとめ動画やブログで社内外に共有する
● 障害のある社員の仕事でのチャレンジを阻害する要因を究明し、それを克服する施策を策定する
● テーマを決めてコンクールを実施することで、有能な障がい学生を支援する
● 会員企業内でワークショップを実施し、社内広報を通じてACEの活動を知ってもらう
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特別講演：ダイアログ・イン・ザ・ダークとの共創 「対話のある家」の取り組み

　特別講演として、積水ハウス株式会社 執行役員 総合住宅研究所長の石井正義様に「ダイアログ・イン・ザ・ダーク
との共創『対話のある家』の取り組み」についてお話しいただきました。積水ハウス 総合住宅研究所は、2013年に

「住ムフムラボ」を大阪駅前のグランフロント大阪内に設置しました。同施設内でダイアログ・イン・ザ・ダーク＊（以下
DID）との共創プログラム「対話のある家」を開始、すでに2万人を超える方々が参加されています。

　「DIDは、6人ひと組で1つの家族として参加し、視覚障害のあるアテンドと共に暗闇の中へ入っていきます。
始まる前は見ず知らずの他人だった6人が1時間の体験後は和気あいあいとなっています」と話す石井様、このプログラ
ムを実施するのは3つの価値の実現のためだそうです。
　1つ目は、「住空間」での暗闇の体験、五感の再認識などにより「家族のつながり」や「住まいの大切さ」を再認識して
いただくこと、2つ目は、コミュニケーションやチームビルディングの大切さを学ぶ人材育成のための活用、3つ目は、
住まいの快適性の深化につながる新しい研究開発。例えば、リビングのクッションを選ぶ時、視覚を外し触感で選ん
だらどうだろう？気持ちいのいいクッションができるのではないか。そうした新しい発見につながるとのことです。
　DIDを含む「住ムフムラボ」は、積水ハウスの社員も利用します。また就職を考える学生さん向けにインターンシップ
を実施し、住宅メーカーとして大切にしているさまざまな取り組みを訴求します。そして、大阪駅前という立地を
活かし、多くの方々に体験していただくことで日々の暮らしのフィードバックをいただき、それがより快適で暮らしや
すい住宅の開発に結びついているとお話しいただきました。

＊ダイアログ・イン・ザ・ダーク（DID）：P2参照
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第7期の主な活動
　障害のある学生の修学やキャリア支援に尽
力されている大学の支援室・キャリアセン
ターと連携し、学生の自己理解と就業理解
を進めるべく活動を実施しました。ACEイン
ターンシップは、コロナ禍の状況を鑑み、企業
オフィス内で実施する企業訪問型インターン
シップとオンラインによるWeb参加型の相
談会を実施しました。企業で活躍する障害の
ある先輩社員と交流するキャリアセミナー
との相乗効果で、参加した学生たちが社会
に出て活躍する基盤づくりに注力しました。
今期は、これまでの関東・関西地区の大学に加え、東海・九州地区の大学からも参加していただきました。
　また、障がい学生と企業担当者間の相談会も、各所で関係機関との連携のもと行われました。主な企画として
は、学生から提出された質問内容やプロフィールを基に、学生1名と企業担当1 ～ 2名が30分ほど自由にディスカッ
ションする内容です。2020年2月21日には、株式会社エンカレッジとACEの共催で「障がい者雇用キャリア相談会」
が早稲田大学戸山キャンパスで実施され、早稲田大学他学生12名とACE会員メンバーが参加しました。2020年6月
27日に開催された名古屋大学主催「社会移行のための個別相談会」（オンライン開催）では東海地区の学生15名、ACE
からは計6社が参加。相談会終了後には大学関係者、行政、就労支援機関、企業などさまざまな関係者で振り返り
の場が設けられました。また昨年に引き続き京都大学では学内の障がい学生と企業担当者の相談会「DEAR（Direct 
consultation with Employers and Resources）セッション」が実施されています。今後も、さまざまな関係機関と
連携し、障がいのある学生の啓発に取り組んでまいります。

文部科学省プラットフォーム事業との連携
　文部科学省の「社会で活躍する障害学生支援プラットフォーム形成事業」に選出された京都大学のHEAP（Higher 
Education Accessibility Platform）と、東京大学のPHED（Platform of Higher Education and Disability）と連携
し活動を実施しました。両事業は、2020年3月で終了しましたが、引き続き同省の障害のある学生の修学・就職支
援促進事業が採択され、東京大学と京都大学のリードのもとACEも関係機関として登録されました。

◆ 京都大学  HEAP　https://www.gssc.kyoto-u.ac.jp/platform/
　現状において機関間で生じている障がい学生支援に関する取り組みの温度差の是正、全国的な障がい学生支援
スタンダードの構築、障害のある学生一人一人の多様な学びの機会の創出・保障および社会進出の後押しに取り
組まれています。ACEは、協力関連機関として参画。今期もACEインターンシップ＆キャリアセミナーの企画、広
報、実施でご協力いただきました。

◆ 東京大学  PHED　https://phed.jp
　障害のある学生が将来にわたって活躍できる社会の実現に向け、大学、福祉・労働機関、企業などが連携・協
力し、障がい学生の修学・就職支援を推進する体制、ノウハウの蓄積、開発、共有を行うプラットフォームを形成
すべく取り組まれています。
　ACEは、会員提供・知見共有を行う関連機関として参画しています。

　大学と企業間の人材パイプラインを構築し、大学との協働を通じて、障害のある大学生を
企業で活躍する人材に啓発・育成することに取り組んでいます。

学との連携部会
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インターンシップ＆キャリアセミナー
　コロナ禍の状況を鑑み、今期のインターンシップおよびキャリアセミナーはオンラインでの開催を中心に行いま
した。
　キャリアセミナーでは、障害のある先輩社員や、他の障害のある学生、人事系担当者等との交流を通じて、就職・
就労に関する疑問や不安を解消し、理解と関心を高め、インターンシップ／企業別相談会では実践・相談で就業理
解を深め、今後のキャリア検討につなげました。なお、参加者は予め「ストレングスファインダー」＊を受検し、診断
される「自身の強み」を参考に自分の特性や可能性へのポジティブな関心を高めてもらい、インターンシップとセミ
ナーに臨む際の意識ポイントとしても活用しました。

＊ストレングスファインダー（StrengthsFinder, S/F）：P2参照

◆ ACEインターンシップ／企業別相談会
　コロナ禍に鑑み、実際に企業オフィスで実施する訪問型のインターンシップは3社、オンラインによる個別相談会
は11社で、9月3日のキャリアセミナー後（9月7日～ 11日）に実施しました。参加学生は延べ135名。オンライン
開催企業では、学生と企業担当者間の相談会、先輩社員も交えた座談会、グループワーク等各企業が工夫しながら
開催しました。参加した学生からは以下の感想をいただきました。

・社会進出するためには自己開示が必要だとわかった
・会社紹介ビデオの字幕やUDトークなど、情報保障が豊富でスムーズに参加できた
・グループワークが多く、働く際に必要なコミュニケーション能力を磨くことができた
・面談をしたことにより、就職面接への恐怖心が減った

（訪問型インターンシップ詳細はイベントレポート（P12 〜15）をご覧ください）

◆ ACEキャリアセミナー
（詳細はイベントレポート（P16 〜18）をご覧ください）

訪問型インターンシップ実施企業

オンライン企業別相談会実施企業

株式会社JTB、凸版印刷株式会社、株式会社堀場製作所

株式会社神戸製鋼所、清水建設株式会社、積水ハウス株式会社、セコム株式会社、TOTO株式会社、株式会社
ニチレイフーズ、日本アイ・ビー・エム株式会社、日本航空株式会社、パナソニック株式会社、ブルームバー
グL.P. 、株式会社みずほフィナンシャルグループ

インターンシップ／セミナー参加大学

関東　青山学院大学／駒沢大学／十文字学園女子大学／聖学院大学／成蹊大学／専修大学／千葉商科大学／筑
波大学／筑波技術大学／東京女子大学／東洋大学／獨協大学／明治大学／明星大学／立教大学／早稲田
大学

東海　静岡大学／名古屋大学
関西　大阪電気通信大学／大阪人間科学大学／関西大学／京都大学／京都工芸繊維大学／甲南大学／神戸大学

／神戸学院大学／四天王寺大学／同志社大学／立命館大学／龍谷大学
九州　九州大学
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　ACE会員企業の合同企画として、障害のある大学生を対象にしたインターン
シップを、2018年より開催しています。就業理解や自己の強みを認識するキャ
リアセミナーとも連動していることが特徴で、大学生は、ACEと繋がることで業
種の異なるさまざまな企業のインターンシップに複数参加することができます。
また企業側も、ACEを窓口として日本中の多くの大学とコンタクトすることが可
能になります。
 
　2020年は、新型コロナウイルスの影響で多くの企業がオンライン相談会の
実施となりましたが、安全対策をしっかりと取り、自社でインターンシップを実施
した凸版印刷株式会社（以下、凸版印刷） 人事労政本部の藤﨑実生さんにお話を
お聞きしました。

自身の強みに気づくためのインターンシップ

― 今年は、コロナ禍でオンライン相談会に切り替える企業が増えるなか、実際の職場でインターンシップを実
施された理由をお聞かせください。
藤﨑　ACEインターンシップとして障害のある学生さんを受け入れるのは今年が初めての試みになります。オンラ
イン開催にするか職場でのインターンシップにするかで悩みましたが、実際に通勤して出社してもらい、1日を会社で
過ごし、社会人として仕事をすることがどういうことなのか肌で感じて欲しいと思いました。通勤ラッシュや朝から
夕方までの就業に疲れを感じるのか、それとも意外に乗り切れるのか、実際に体験してみないと分からないですよね。
　当社は、従業員の健康づくりのために毎朝皆でラジオ体操をしてから仕事が始まるのですが、そこから体験して
いただき、仕事をし、社員食堂で食事をして、また業務に戻るという社員と同じ1日を体験するプログラムにしました。

― プログラムの策定はどのようにされたのですか。 
藤﨑　まず初日に会社のことを知ってもらうために自社のショールームで製品・サービスを紹介しました。それ
からさまざまな体験をしていただきたかったので業務を9種類用意し、他には障害のある先輩社員との交流など
も設けました。事前面談のない状態で受け入れるインターンシップは初めての経験で、プログラム作りは悩み
ましたが、参加された方から「会社で活躍するために重要なことを知ることができて自信がつき、元気がでた」
と感想をいただけました。（精神・発達障害のある学生さんを2名受入）

成功体験の積み重ねが高いモチベーションへ

イベント・レポート ACEインターンシップ・レポート 

凸版印刷株式会社

1
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　インターンシップ中はご自身が気付いていない強みを伝えたり、それらに自信を持てるような声掛けを意識して、
日々レポートのやりとりもしました。
 
先輩社員インタビュー：ものごとを常にプラスに捉えよう！

― 先輩社員へのインタビューでは学生さんが熱心に質問されていましたね。
藤﨑　真剣な眼差しで先輩社員の話を聞き、積極的に質問する姿から学生さんの意欲と同時に働くことに対する不安
なども伺えました。
 
　一般枠コースか障害者手帳を取得して障がい者枠コースで採用試験を受けるかで悩んでいる学生さんが多い印象
があります。当社に限らずいろいろな企業や働き方をまずは知って、ご自身に合う就職先を探していけるといいで
すね。
先輩社員からは、就職活動中に当社インターンシップに参加した際を振り返り「テレビドラマのオフィス風景を見て
とても賑やかで騒がしいイメージがあったが、実際のオフィスは静かで集中しやすいと思った」など当時の気持ちを
気さくに話してもらい、和やかに交流ができました。
　学生さんから、「新しいことをやるのが不安です。どうやったら対処できますか」という質問に先輩社員から「もの
ごとを常にプラスに捉えることや、人から必要とされることがやりがいにつながる」というメッセージがあり、学生
さんの励みになったように思います。

― 初めて障害のある学生向けにインターンシップを企画・運営してみていかがでしたか。
藤﨑　最近の学生さんは、PCやオフィスソフト、インターネット・ツールの活用に長けているので、特性に配慮し
た説明をすることで、こちらが用意した課題に大きな支障なく取り組むことができました。不安な部分があれば再度
説明を求めたり質問してくれたので、来年以降のプログラム作りのヒントをたくさん得ることができました。
　また、「ACEのインターンシップに参加することで、1つの窓口で複数社のインターンシップに参加することができ
た」「実際の職場で仕事を体験することで自
分に必要なことや強みが見えた」「自分の障
害特性にあったプログラムを作ってもらえ
た」などコメントをいただきました。こうし
た声を反映させ、今後も充実したプログラ
ムができるようにしていきたいです。

凸版印刷でのACEインターンシップの関連記事がダイヤモンド・オンラインに掲載されています。こちらも合わせてご覧ください。

2020/10/13 ダイヤモンド・オンライン「Oriijin（オリイジン）」
障がいのある学生が大企業のインターンシップで得たもの
https://diamond.jp/articles/-/250326
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　自社でインターンシップを実施した企業の2例目として、株式会社堀場製作所（以下、堀場製作所）の事例をご紹介
します。

仕事マップの作成と学びのプレゼンテーション

　2020年9月8日から3日間にわたり、京都にある堀場製作所
本社で障害のある大学生を対象としたインターンシップが実施
されました。参加したのは、聴覚、精神、発達に障害のある
大学生5名。学生は、公共交通機関で会社に通勤し、社員と
同様の勤務時間に就業することで、会社で働く生活リズムを
体験できるように構成されています。
 
　プログラムでは、社内見学のほか、5人の学生が協力して
自社製品（分析機器）による実験や、職種の異なる3人の社員
へのインタビューを行い、それらから理解した内容をもと
に、堀場製作所のさまざまな部署・職種同士のつながりの
全体像を表す『仕事マップ』を作成するグループワークに取
り組みました。最終日には社員の前で、完成した『仕事マッ
プ』をグループで発表し、またインターンシップで自身が何を
学んだかについて、個人でプレゼンテーションを行いました。
3日間という短期間ではありますが、会社にどのような部署・
職種があり、どのように相互に関わり合っているかを知り、
そして入社後も重要なビジネス・スキルとなるプレゼン資料
の作成や人前での発表を体験しました。

“混ざる”ことで生まれる新しい成果

　このインターンシップのプログラムを策定・運営した堀場製作所 グローバル人事部の島津 悠貴氏に話を伺いました。

― 今回のインターンシップ・プログラムの策定にあたり考慮した点はどのようなことですか。
島津　自己肯定感を持ってもらい、それを周りの相互承認で下支えして、自分の持ち味や社会で果たせる成果につ
ながる強みを持ち帰ってもらえるようプログラムを構成しました。初日は緊張気味で硬くなっていた学生たちが、
最終日に表情豊かで自信に満ち溢れた姿を見て、短期間でも意義のあるものにできたと手応えを感じました。
　もう1点、プログラムの根幹に置いたのは、ACEの目指す「企業の成長に資する」という企業の戦力としての観点です。

「私はこれしかできません。なので事務職をやらせてください」
という姿勢では、企業の求める人材イメージとマッチしないと
いうことを、直接的ではないですが、感じてもらえるよう心が
けました。企業として合理的配慮の提供に取り組む、その上で
あなたは何がしたいのか？という問いに答えてもらう。それを
踏まえてさまざまな職種を紹介すると、「これしかできません」か
ら「これをやってみたいです」へと前向きな発言を多くしてくれ
るようになりました。

相互承認で自己肯定感を育む

イベント・レポート ACEインターンシップ・レポート 

株式会社堀場製作所

2
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― 最終日のプレゼンの模様を拝見いたしましたが、学生の
皆さんが自信を持った様子で、しっかりとプレゼンされて
いましたね。
島津　学生から、「意外と自分がきちんと論理を組み立てて、
人前で話せることを知りました。実務で段取りする力をさら
に伸ばしていきたい」と感想をもらいました。まさに目標と
していた自己肯定感が発揮されていました。また、「チームで活動する中で互いの障害を理解しあい、課題をどう解
決するかの想像力が育まれた」とのコメントもあり、グループワークや関わり合いを通して、それぞれの新たな可能
性に気づくことができたと思います。
　日を追うごとに５人の中で自然と役割分担ができ、1つの職場の縮図を見ているようでした。 「自分の失敗にチー
ムのメンバーが向きあってくれた」とチームワークが醸成されていったことを感じました。

―『仕事マップ』の発表に、学生からはおそらく見えにくい法務・総務・広報・人事などの間接部門や他にもさ
まざまな部署の役割もきちんと加えられていました。それぞれの部署の細かな仕事もきちんと言及されていて驚
きました。
島津　実際に学生がインタビューしたのは、営業、開発、生産現場の社員だったのですが、それぞれの社員が一緒
に仕事をする部署との連携や関係性についても説明してくれました。会社とは、さまざまな部署や職種、人々から
構成されていることを理解してもらえたと思います。
 
―「お客様に始まり、お客様に終わる」「おもしろおかしく仕事をする」など社員にも共通する思いが学生からも
聞かれました。
島津　会社の製品・サービスだけでなく、その会社の社風がどのようなものか知ることは、その会社で働きたいと
思う大切な要素だと思います。

― 来年のインターンシップに向けて、なにか改善したい点、課題などはありますか。 
島津　短期間のインターンシップのプログラムをどう作るかは、なかなか難しいと思います。さまざまな障害の特
性があり、また参加する学生のモチベーションや関心もまちまちです。仕事では他者とのコミュニケーションが
重要ですので、一般的なコミュニケーションに依存しがちなプログラム構成になってしまいます。しかし、それでは
自閉症スペクトラムなどコミュニケーションが苦手な方には合いません。
　また、障害があるということに、こちらも配慮をしすぎてしまい、「私はもっと成長したい。チャレンジしたい」と
いう要望に応えられえないこともあります。障がい者雇用に起こりやすい１つのケースとして、配慮が前に出すぎ
て、その方の可能性を限定してしまうことがあります。インターンシップを実施することであらためて、無意識の
バイアスが働く側にも雇用する側にもあるなという気づきがありました。

― ACE合同でインターンシップを実施する意義、今後の期待についてお聞かせください。 
島津　「混ざることから生まれる凄さ」を実感しました。身体障害のある方と精神・発達障害のある方が混ざる、
混ざってさまざまな企業で職場体験をする、これはとても稀有な経験だと思います。混ざることで、自分は配慮を
受けるだけの立場ではなく、自分とは違う障害や、人間同士の関わりに配慮する立場にもなりうるということに
気づき、チームの中で自分が発揮できる強みを発見する、そこから新しい何かが生まれる、これを実現できるのが
ACEだと思いました。
　各企業で実施したインターンシップで得られた経験や知見を共有して、さらに良いプログラムや成果が生まれる
よう尽力していきたいと思います。
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　昨年までは関西（大阪）・関東（東京）でそれぞれ開催していたACEキャリアセミナーをコロナ禍の影響を考慮し、
2020年9月3日に初めてオンラインで開催しました。オンラインでの開催は、障害のある方にとっては、物理的移動
がなくなった分、これまでより参加しやすくなったというメリットもあり、35大学73名の学生に参加いただきました。
今回は、九州地区、東海地区からも参加がありました。
 

　キャリアセミナーは、先輩社員や企業の人事担当者から直接話を聞き、就職・就労に関する疑問や不安を解消し、学生・
企業相互で理解を促進することを目的としています。企画・運営をACE会員企業のメンバーで行い、下記の３つのアプ
ローチで構成されています。

1. ストレングスファインダー（StrengthsFinder*）による診断結果「５つの強み」を参考に、自身の特性や可能性について
ポジティブな関心を高める

2. ACE会員企業で実施するインターンシップを踏まえ、事前に「就業理解」を深める
3. 障害のある先輩社員や、他の障害のある学生、人事系担当者等との交流を通じて、就職・就労に関する疑問や不安を

解消し、理解と関心を高めると共に、ストレングスファインダーを通して「自己理解」を進め、今後のキャリア検討に
つなげる

上記アプローチのもと、参加した先輩社員の就労経験を聞き、２回のラウンド・テーブル（ストレングスファインダーの
結果の考察による自己理解、就業理解）によるディスカッションを行いました。

先輩からのメッセージ：自己を知り、相互理解を進めよう！
　今回は、ACE会員企業から障害のある12名の先輩社員にご参加いただき、グループ・ディスカッションに入る前に、
それぞれの経験や現在担当している仕事からの学びを共有していただきました。

勇気を出して、やりたいことに飛び込んでみよう 

ブルームバーグL.P.　中
なかごみ

込 安
やすまさ

政さん

　農業分野の投資家を目指していた中込さんは、現在ブルームバーグで財務データを収集し、
世界中の投資家に有益な情報を届ける業務を行っています。自分の仕事で世界の金融市場が動
く（かもしれない）というロマンを胸に日々活躍されています。
　発達障害のある中込さんは、学生時代にアルバイトを長く続けることができず、社会に出る
のがとても不安だったそうですが、社会に出て、失敗してもその反省を活かしてやり直せば
なんでもできると実感されました。 「勇気を出して、やりたいことに飛び込んでみよう。そして
自分ができることをアピールしよう」と学生たちにエールを送りました。

障害のある学生と企業・先輩社員をつなぐ
ACEキャリアセミナーを初めてオンラインで開催

イベント・レポート ACEキャリアセミナー
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仲間と連携、互いを思いやる気持ちが大切

中外製薬株式会社　設
し た ら

楽 武
たけひで

秀さん

　聴覚障がい者のサッカー、フットサルの日本代表を目指す設楽さんは、仲間との連携や互い
の思いやりを大切にするのがモットー。現在は、同社の社会貢献イベントの企画・運営、実施
後の社内外広報活動を行う仕事をしています。また障がい者スポーツを広めるための冊子制作
を担当、その活動の幅を広げています。
　「障害があっても工夫や周りのサポートを受けることで、どんな仕事にもチャレンジできます。
そのために、自分の障害を周りに理解してもらい、どんなサポートが欲しいのか正しく理解し
てもらうことが重要」とのメッセージをいただきました。

仲間から頼りにされる存在に！

積水ハウス株式会社　前
まえむら

村 佳
か

苗
なえ

さん

　総合住宅研究所に勤務している前村さんは、同所の経理・総務・庶務を担当しています。
先天性の内臓疾患のある前村さんは、体力が必要な仕事の回避や長期入院を要する際のケア
などの配慮を会社から受けています。
　総務の仕事はなんでも屋さんに近い。多くの同僚から頼りにされることで高いモチベーション
を保っています。
　「職場での不安は、健常者より多いかもしれません。今日は、先輩社員に遠慮なくなんでも
聞いてほしい。そして、自身の障害についてよく知り、それを周りに説明できるようにしておく
ことが重要です」とメッセージを送りました。

ダイバーシティ人財の活躍を広めたい

株式会社堀場製作所　中
なかじま

島 諒祐
すけ

さん

　自閉症スペクトラムがあり、コミュニケーションが苦手な中島さんは、人事部門で働くにあた
り、日報の作成を行い上司やメンターに共有するなど、コミュニケーションの工夫をすること
を日々心がけています。仕事のやりがいを感じるのは、やはり業務の完了報告をした際にかけ
てもらえる「ありがとう」の言葉。
　「日々の業務を通して挑戦の機会があれば、積極的に取り組み自己の成長につなげ、ダイバー
シティ人財の活躍を他の職場にも広げるために尽力したい」と自身のコミットメントを学生に
アピールされました。

りょう

自分に負けない。ここまででいいという線引きは成長を阻害する

積水ハウス株式会社　半
はん

田
だ

 未
み く

来さん

　身体に機能障害がある半田さんは、経理・人事・庶務のエキスパート。会社に合理的配慮を
求めるのは、責任ある仕事をしているのできちんとやりたいという思いから。「これができない」
ではなく「こうならできる」が信条の半田さんは、自分のできることを周りに積極的に発信して
います。
　「言わないと伝わりません。相手は、障害のことは聞きにくいと思っているかもしれません」と
メッセージを送りました。頼られる存在でありたい、そのためには自分に負けないこと。自ら
ここまででいいという線引きをすると、自分の成長を止めてしまうとアドバイスされました。
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大学関係者からのメッセージ：
企業から求められるのは、個人の立ち位置ではなく、
周りの人との相互関係

京都大学　村田 淳 准教授

　大学関係者を代表して、京都大学 学生総合支援センター 障がい学生支援ルー
ム 村田 淳 准教授からも「ACEのキャリアセミナーは、障害のある学生にとって
企業に聞きたいことを率直に伺える機会です。積極的に活用して、ここで得たも
のを今後の糧にしていただきたい。先輩社員のお話を聞いて、企業から求められ
るのは、個人の立ち位置ではなく、周りの人との相互関係だと思いました。皆さん
それに言及されていて、プロフェッショナルだと思いました。仕事は自己完結し
ません。誰かと時間を共にします。就活とは、内定や就職先を得ることではな
く、自分はどういう人間なのか、それを探すプロセスです。配慮とは、困って
いるから助けてではなく、自分の能力を発揮するためのものとの思いでこれから
チャレンジしてください」とのメッセージをいただきました。

グループ・ディスカッション：不安が払拭され、就職のイメージが描けた！ 

　キャリアセミナー後半は、12のグループに分かれ、それぞれに先輩社員、ACE会員企業の人事担当者が加わり、オン
ライン上でグループ・ディスカッションを行いました。オンラインでの開催に、最初は緊張気味な学生でしたが、徐々
に活発な意見交換ができるようになりました。
　各企業から参加いただいた先輩社員は、明るくいきいきと学生たちの質問に答え、障害についても臆することなく
オープンに向き合う姿がとても印象的でした。自分たちの経験が学生たちの役に立ったと、先輩社員にとっても高い
モチベーションを抱くことができる貴重な機会になりました。

参加した学生から、下記の感想をいただきました。

・就職に関する自分の不安に対して、具体的な対策を提示してもらえました。
・同じ障害のある学生がどのように就活に向けて動いているかを知ることができたので大変有意義でした。
・先輩から実際に話を聞ける機会は大変貴重でした。
・少人数で多くの企業の具体的なお話が聞けて、障がい者雇用についてのイメージが明確になりました。
・採用担当の方からもお話を聞くことができ、具体的に就労について考えることができました。いろいろと悩みはあり

ましたが、ほぼ解決することができました。
・自分の障害を理解して、周囲の人にきちんと伝えて知ってもらうことで、自分にとって働きやすい環境を整える大切

さを学びました。
・近い特性を持っている方々と特性ならではの悩みを共有することができました。改善点を見つける機会は少ないので、

有意義な時間を過ごせました。就職活動をする上で、実際にどのように社員の方が働いているのか、どのような配慮
をしてもらっているのかに関する情報収集の仕方に困っていたので、アドバイスをいただけて良かったです。

　参加された学生は、セミナー翌週以降にキャリアセミナーでの学びを踏まえて、各社のインターンシップやオンライン
相談会に臨まれました。

＊StrengthsFinder：P2参照

イベント・レポート ACEキャリアセミナー
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　企業で活躍する障害のある社員と活躍を支援する取り組み事例を発掘して紹介。人材パイプ
ラインの継続的養成を目指します。

企業キャリア創出部会

第7期の主な活動
　障害のある社員および企業への働きかけを行い、企業で活躍できるACEモデルの創出をミッションとし、下記
の2つのバリューでの貢献を目指しました。
・障害のある社員に成長イメージを提示することで企業の成長に資する社員を輩出する
・会員企業が持つノウハウを共に学び修得することで、自社の問題解決とより良い人事施策の実施に活かす

第2回ワイガヤセミナーの開催
　障害のある社員が企業の枠を超えて集い、他社社員との
ネットワークの醸成や、自身が成長するための機会とする
第2回ワイガヤセミナーを開催しました。第６期は、肢体
不自由もしくは内部障害のある社員を対象としましたが、
第7期は、聴覚障害のある方々に参加いただきました。
　ワイガヤセミナー は、形式張ったビジネス・セミナー
ではなく、ざっくばらんにワイワイガヤガヤと普段考えて
いることを共有する新しい形のセミナーです。他社の障害
のある社員とのネットワーキング作り、自身が成長するた
めに考える機会の提供、障害のある当事者とともにACEの
今後の活動を考えることを目的としています。

（詳細は、イベントレポート（P20 〜 21）のレポートをご覧ください。）

ACEアワード2020の選定
　ACEの目指す「企業の成長に資する、企業の競争力強化に資する障がい者雇用」という観点から、そのモデルと
なる事例の募集、発掘を行い、今年度は個人部門および企業による環境づくり部門の募集と選定を行いました。
応募要件は、下記です。

〈個人部門〉
・業務遂行における高い能力を持ち、種々の支援を得ながらも社の期待またはそれ以上の成果獲得や会社業績

への貢献をしている社員
・キャリアを重ねた結果、リーダー（管理職）として、あるいはスペシャリスト（専門職）として活躍している、

または、活躍が期待される社員
・自らを成長させていく強い意欲と意思を持つ社員
・自分の障害をよく理解し向き合っている社員
上記4つの要件のうちいずれか1つでも満たされていれば応募対象としました。

〈環境づくり部門〉
各企業で活躍されている障害のある社員（活躍モデル）の発掘に寄与する活動、障害のある社員の働きやすさや
成長につながるような仕組み作り、およびそれらを推進している組織や支援メンバーを応募対象としました。

　応募いただいた事例は、「活躍事例冊子」としてまとめ、ACE会員企業メンバーで共有し、各社の障がい者雇用推進
に役立てます。
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2020年2月7日、「第2回ワイガヤセミナー」を聴覚障害のある方々に参加いただき開催しました。

聴覚障害は、外から分かりにくい。

　会場となった損害保険ジャパン日本橋ビルに聴覚障害のある13名の参加者が集まり、ACE会員企業メンバーのモデ
レーターとともにグループに分かれて、「障害のある社員が本当に分かってほしいこと」をテーマにディスカッションを行
いました。
　聴覚障害と言っても、当事者の状況はそれぞれに異なります。コミュニケーションを手話で行う方、音声認識ソフトを
利用したテキスト変換ツールを利用する方、補聴器と話者の唇の動きを組み合わせて内容を理解する方などさまざまです。
 

　当セミナーでは、各テーブル毎に手話通訳者にアテンドしていただき、音声認識ソフトが変換したテキスト情報を
映し出すスクリーンを設置しました。
社会人になるまで、多くの参加者が共通に体験してきたこととして、

・音楽の授業や合唱コンクールで、何の配慮もなく退屈で苦痛であった
・小さい頃はテレビ番組の字幕がなく内容が理解できなかった
・冠婚葬祭のマナーを周囲が教えてくれなかった
・電車で事故や遅延があった際、アナウンスの内容が全く分からなくて困った
・補聴器を付けていると聞こえると思われ早口で話された
・筆談を望んだが断られた

というのが挙げられました。一方で、聴覚に障害があると分かると、手話で案内してくれる人もいた。大学ではノート
テークの支援をしてもらえたなど、理解ある方々への感謝の声も多数聞かれました。また、聴覚障害があると言えずに、
聞こえたふりをしてしまったと自身の対応も別のやり方があったのではという意見も聞かれました。聴覚障害は、外見
からは分かりにくいため、最初のコミュニケーションにおいてどう接するかが重要となってきます。

配慮をした上で、もっとチャレンジを

　職場環境においては、どのような課題や苦労があり、それはどう改善していけばいいでしょうか。
　参加者からは、仕事をしていく上で以下の課題が挙げられました。

・会議では、ディスカッションになかなか入っていけない。結果だけを知らされる。それがどう決定したかそのプロセ
スを知ることができない

・会議で複数の人が同時に発言してしまうと音声認識ツールに反映されず、内容が分からなくなる
・さまざまな支援機器があり、職場で提供されるが、それを利用するための教育や研修などの配慮が同僚や上司に

対して実施されていない

聴覚障害のある社員が本当に分かってほしいこと
第2回ワイガヤセミナー開催

イベント・レポート 第2回ワイガヤセミナー
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・音声認識ソフトは誤変換もあり、話者が早口になると認識できない。ゆっくり話してとお願いしても、最初のうちは
ゆっくり話してくれるが、途中から結局早口になりついていけなくなる

・会議で同僚には聞き返せても、幹部や役員には何回も聞きづらい
・メールで返信をお願いしても、電話がかかってきて対応に苦慮することがある
・紙に書いてとお願いしても面倒くさがられる。また字が判読できないことも
・飲み会では、多くの人が一斉に会話をするので聞き取れず、孤立感を味わってしまう

　誰もが働きやすく、能力を発揮できる職場環境の構築が必要です。会社として、必要な支援ツールの提供や手話通訳
などの支援を行うことと同時に、一緒に仕事をする組織の仲間にどのような配慮が求められるかを正しく理解してもら
うことの必要性を痛感させられました。参加者の「自身が受けたい支援を明確にし、その上でさまざまな仕事にチャレン
ジしていきたい。だから会社もどんどん仕事を与えてほしい」という声が印象的でした。

　セミナー終了後、あちこちで名刺交換や情報交換などの交流が行われていました。同じ障害のある方が部署に複数い
る方もいれば、一人で孤立して悩みを抱えている人もいました。こうした会社の枠を超えたネットワーク作りが、この
ワイガヤセミナーで芽生え始めています。

2019年に開催した第1回ワイガヤセミナーの模様をACE YouTubeチャンネルの動画でご覧いただけます。こちらも合わ
せてご覧ください。
https://youtu.be/FAhlB6IhRDc
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　ACEでは、会員企業による定例会を実施し、各活動内容の報告と共有、障がい者雇用関連の勉強会を行っています。
2020年5月22日に開催した定例会は、新型コロナウイルス感染拡大の影響を考慮しオンラインで開催しました。
　ACE定例会では、教養講座として外部からのゲスト講師を招いて会員に対する勉強会を行っています。今回は
株式会社ミライロ 事業推進室 合澤 栄美 様より、同社が3月に行った「新型コロナウイルスによる障がい者の働き方へ
の影響」の調査結果をご紹介いただきました。

 
　調査結果で最も特徴的だったのは、「ウイルスの流行に伴い、困った経験」に関する設問に回答した、聴覚障害のある
方の９割が「マスクの使用によるコミュニケーションの悪化」について触れたことです。感染予防のため多くの人が
マスクを着用しているため、口唇の形や動きを読み取って会話することが困難という意見が多く寄せられました。

　また、身体障害や視覚障害のある方からは、日常生活で物を触って確認することが多いため接触感染が心配という
声が多数ありました。多くの企業でオンラインによる在宅勤務が進む中、通勤の困難から解放されるメリットがある
一方で、オフィスでしかできない仕事に従事している、自宅のIT環境に各種支援ツールが導入できない、リモート会
議の音声が聞こえにくい、ディスプレイに表示される資料が見えない、などの意見が寄せられていました。在宅勤務
は、発達障害のある方には、集中できる環境が作れず仕事が思うように進まないとの声もありました。

　今後、アフターコロナの働き方は、自宅など遠隔地から参加する会議やイベントが増えていくと考えられます。
その中で障害のある方への情報提供もきちんと行われねばなりません。そのための情報保障として、メインのスピー
カーとは別に手話通訳者の画面や音声認識の文字表示を行うなどのデモンストレーションも行われました。

　参加したACE会員からは、「タイムリーな話題であり多くの気づきがあっ
た」「障害の特性によりケアすべき点が異なり、視覚や聴覚障害のある方への
対策は取っていたが、身体障害のある方の観点が実際の調査結果から見え、
大変参考になった」「リモート会議や在宅勤務が進み、コミュニケーションが
希薄になる中、メンタルの面のケアも必要になると思った」などの意見が聞
かれ、会員企業各社の今後の取り組みに大いに参考となりました。

定例会レポート

ミロイロ様の調査結果の概要は、こちらからご覧いただけます。
https://www.mirairo.co.jp/information/post-00001

新型コロナウイルスによる障がい者の働き方への影響を共有
ミライロ様をゲストにACE定例会をオンラインで開催しました。
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ACEホームページ／Facebookページ
 
　ACEホームページでは、最新の活動内容、これまでの歩
みや団体の組織図、会員企業一覧などを掲載しています。
第6期よりブログに注力し、定例会やイベントのレポート、
ロールモデル・インタビューなど多彩な記事を掲載してい
ます。

ACEホームページ

https://www.j-ace.net/

　ACEの情報や障がい者雇用に関する記事をFacebookペー
ジにてご紹介しています。

ACE Facebookページ

https://www.facebook.com/ACEforJapan/

ACE YouTubeチャンネルの開設
　ACEの活動を動画で紹介するACE YouTubeチャンネルを開設しました。ACEフォーラムや定例会、ワイガヤセミ
ナーなどのイベントの模様をご覧いただけます。

ACE YouTube チャンネル

https://www.youtube.com/channel/UCs8nqRLxaSJsUKXOw4YsbDg
YouTube「企業アクセシビリティ」で検索

　ACEでは、ホームページやFacebook、YouTubeで活動内容を紹介しています。また、
毎年1回『活動報告書』と『ACEフォーラム・レポート』をそれぞれ冊子で刊行しています。

広報活動
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ニュース・メディア掲載
● 2019年12月14日　日本経済新聞・本紙／電子版

障害者、個性生かし働く　AI技術や製品開発担う
ACEフォーラム2019開催模様を紹介いただきました。
https://www.nikkei.com/article/DGXMZO53380170U9A211C1EA1000

● 2020年3月26日
東京都の「心のバリアフリー」サポート企業に登録
ACEは、東京都の「心のバリアフリー」サポート企業に登録されました。

「心のバリアフリー」サポート企業は、東京2020オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会を見据え、企業等と連携し、心のバリアフリーに対する社会的機
運の醸成を図るため、意識啓発等に取り組む企業等を東京都が登録するもの
です。

東京都の発表資料は、こちらをご覧ください。
東京都「心のバリアフリー」サポート企業として115社を登録しました
東京都「心のバリアフリー」好事例企業10社決定！！
https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/press/2020/03/26/34.html

● 2020年8月25日　ダイヤモンド・オンライン 「Oriijin（オリイジン）」
障がい者雇用のいま（3）　「コロナ禍」がもたらす影響
ACE事務局長インタビューが掲載されました。ACEの活動目的、会員企業の情報交換・勉強会の場である定例会
について紹介いただきました。
https://diamond.jp/articles/-/246283

● 2020年10月13日　ダイヤモンド・オンライン 「Oriijin（オリイジン）」
障がいのある学生が大企業のインターンシップで得たもの
ACE会員企業が合同で行っている障害のある学生が企業で働く先輩社員とグループ・ディスカッションを行う

「キャリアセミナー」と、それを踏まえて実際に会員企業で行った「インターンシップ・プログラム」をご紹介いた
だきました。
https://diamond.jp/articles/-/250326

● 2020年 10月23日　日本経済新聞・夕刊／電子版
障害者の働き方に追い風 
在宅勤務で対話・通勤の負担減　広がる選択肢、健常者にも 
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO65323480S0A021C2KNTP00/

環境を整えれば障害はなくなる
コロナ禍における障害のある社員の働き方について、ACE事務局長のコメントとACEフォーラムでの基調講演
の内容を取り上げていただきました。
https://www.nikkei.com/article/DGKKZO65323530S0A021C2KNTP00/

広報活動
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ACE入会には現会員企業からの推薦が必要となります。またACEでは各社の人事施策を検証および表彰の選考に各
社の社員の個人プロフィールなども取り扱うことから、会員企業が安心して積極的な議論を行えるように、厳しい入
会基準（社外秘）を設け、新規会員企業の入会については理事会の承認事項としています。入会についてはACE事務局

（e-mail: hq@j-ace.net）またはACE会員企業にお問い合わせください。

ACE定款 ACE規約

https://bit.ly/aceteikan https://bit.ly/acekiyaku

　ACE第7期（2019年9月～ 2020年8月）活動報告書をお届けします。当期前半は、これまで通り合宿を伴う勉強
会であるオフサイト・ミーティングや全会員が一堂に会する定例会を行ってきましたが、2020年3月からの期
後半は、新型コロナウイルスの感染拡大により、ACEもオンラインでの活動を余儀なくされました。実際に直接会っ
ての活動やイベントの開催ができなくなる一方で、都市圏以外の方やこれまで移動にさまざまな制約があった多く
の方々にオンラインでACEのイベントにご参加いただけました。
　また、ITツールや在宅勤務を活用した新しい働き方は、多くの障害のある方々の就労機会を広げるきっかけにも
なりました。現在、ACE会員企業内でもさまざな取り組みが実施され、また次なる施策の検討が始まっています。

　2021年3月より民間企業における障がい者法定雇用率は、2.2％から2.3%に改定さ
れます。しかし、ACEの目標は、法定雇用率の達成だけにとどまりません。ACEでは、
雇用される側、雇用する側の双方の視点から、「障がい者雇用の新しいモデル確立」をよ
り一層推進してまいります。
　2020年の世相を反映させ、第7期の活動報告書表紙の人物にマスクとフェースシールド
を付けました。コロナが収束し、早く皆様の笑顔を直接見られる日を願ってやみません。

一般社団法人企業アクセシビリティ・コンソーシアム
事務局長  ／  第7期活動報告書・執筆・編集

栗原 進

編集後記
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